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１１月行事予定 

 曜 行 事 予 定 

１ ○土   １・２年ベネッセ総合学力テスト  ３年進研共通テスト模試(11/１・２) 

２ ○日    

３ ○月   文化の日 ３年大学別模試（希望者） 

４ 火  

５ 水  

６ 木 
全校朝礼（人権委員会）３年放課後補習⑦ 川西分校合同防災訓練（２限） 
芸術鑑賞会                                ☺ 

７ 金 仰１年体験学習（午前） 主権者教育HR活動 金の①②⑥⑦⑤③④ 

８ ○土  ３年大学別模試（希望者） １・２年土曜講座（第４回） 

９ ○日    

10 月  川西分校交流会⑥ ３年放課後補習⑧                 

11 火  

12 水  

13 木 全校朝礼（表彰伝達） 考査時間割発表                   ☺ 

14 金 月の授業 

15 ○土  県高文祭 

16 ○日    

17 月 ３年放課後補習⑨ 関西学院大学社会学部・商学部説明会（16:30～17:30） 

18 火  

19 水  

20 木 第２回悩み調査（～１２/３） 考査範囲発表 身だしなみ指導         ☺  

21 金 仰１年小論文トレーニングに向けて ２年大学出張講義 午後⑥⑦⑤ 

22 ○土   

23 ○日  勤労感謝の日 

24 ○月  振替休日 

25 火  

26 水  

27 木 ２学期末考査（～12/4）                           

28 金   

29 ○土   

30 ○日                              通信制スクーリング 

 
☺の印は、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ相談日です (14:00～18:00) 

 



類型科目選択について 

教務情報課 

 １年生の皆さんは、今年度１年間全員が同じ教育課程で学んでいますが、２年次からは、いよいよ

人文社会類型(文系)と理数医療類型(理系)に分かれ、自分の進路希望の実現に向けて舵を切っていく

ことになります。このとき大切なことは、目の前の１年次のことだけを考えるのではなく、その先の

３年次、さらには大学受験のことも視野に入れなくてはいけません。例えば文系難関国公立大学（東

京大等）を目指す人は、受験で地歴が２科目必要になります。このとき、３年次で「世界史探究」を

選ぶことになるので、２年次に同じ「世界史探究」ではなく、「地理探究」または「日本史探究」を

選択していないといけません。このように、進路実現のためには、自分流のキャリアデザインをして

いく必要があります。類型選択説明会(10/31 実施予定)での話をよく聞き、担任の先生ともよく相談

するようにしてください。２年次では、①「世界史探究」or「地歴探究」or「日本史探究」の選択、

文系ではさらに①「国語探究＊」or「芸術Ⅱ＊」の選択があります。 

 ２年生の皆さんは、すでに類型科目選択を済ませ、第 1 段階を終えています。３年次文系では、①

地歴２科目 or 地歴１科目＋公民、②「数学研究Ａ＊」or「英語研究＊」or「芸術研究＊」から選択

をすることになります。例えば難関国公立大学を狙うのであれば、①地歴２科目と②「数学研究Ａ

＊」、また、芸術系大学を目指すのであれば、①地歴１科目＋公民と②「芸術研究＊」、という組み

合わせになります。３年次理系では「数Ⅲ」or「応用数学＊」のどちらかを選ぶことになります。 

選択の幅を持たせるために、学校設定科目(＊印)というものがあります。これが選択を複雑にして

いると思われるかもしれませんが、西高生の多様な進路希望を叶えるために設けているオリジナルの

科目です。新しい教育課程になっても、変わらず皆さんの進路希望が実現できるよう工夫しています

ので、それぞれの科目設定の意味やねらいを理解して、自らの意思で主体的に選択するようにしてく

ださい。少子化が進み、もはや大学は「全入の時代」とも言われていますが、入試の傾向としては、

一様にその競争倍率が下がっているのではありません。人気のある大学とそうでない大学との二極化

が顕著に表れてきており、人気のある学校は依然として激しい競争になっています。高い志を持って

西高に入学してきた皆さんが、この類型科目選択を機に、さらに希望を膨らませ、最後まであきらめ

ないで進路希望を実現できることを願っています。 
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通信欄（ご意見などございましたら自由にお書きください） 
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